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 審   査   の   要   旨 
本論文は，スマートシティを事例として，持続可能な都市発展（Sustainable Urban Development）
を，丹念なフィールドワークに基づいて実証した研究である。当該テーマに関しては，工学や環境政策
の分野で多くの研究蓄積がみられる。本論文は，こうした学問体系に地理学の視点から貢献したもので
ある。隣接諸科学を含めた既往の研究では，トップダウン式に政策を導入し，例えば温室効果ガスの削
減効果などの数値に置き換えて考察する研究が多かった。このような，温室効果ガスの削減のみを指標
とする既存研究の場合は，量的な削減効果のみが着目される傾向にあった。すなわち，温室効果ガスの
削減量の大きい行政と企業による削減の実態だけを分析したものが大半である。本論文では，こうした
点に鋭くメスを入れ，実際の普及という「草の根の視点」からアプローチし，どのような情報交換が実
際の普及を決定づけるのかについて，データを丹念に収集して詳細なプロセスを明らかにした。このよ
うな膨大な実証データに基づく著者の方法論は独創性に富み，高いオリジナリティがあると認められる。
本論文は地理学の発展に大きく貢献することは言うまでもなく，持続可能な都市発展に関する隣接諸科
学における議論においても，地理学の立場から学際的な議論を喚起しうる重要な研究として位置づけら
れると判断できる。
平成31年1月31日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員
全員によって合格と判定された。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。
